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2HO900 室 内環 境 汚 染物 質 に よ る ラ ッ ト肥 満 細胞 系

RBL− 2H3細胞 の 脱顆 粒 に 及 ぼ す影 響

○大山 謙
一

s　 鈴木 孝人　 （東 京都立衛 生研究所）

1 ．目 的 最近 ， 室 内汚染化学物質 によ る

化学物質過敏症が 閥題 とな っ て い る が ， 室 内

汚染化学物質 が 1型 の 即時型ア レ ル ギー
の抗

原・抗体反応 に よる肥満細胞脱顆粒現象を促

進 して い る 可能性が あ る 。 そ こ で ， 第 41回
1）

及び 42回
z）
本学会年会で 報告 した肥満細胞系

RBL−2H3 細胞を用 い た脱顆粒試験を実施 し ，

エ チ ル ベ ン ゼ ン ， キ シ レ ン ， 酢酸ブチ ル
， ト

ル エ ン
，

ブタ ノ ール ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド及 び

メ チ ル イ ソ ブチ ル ケ トン の 脱顆粒促 進作用 に

つ い て 検討 した 。

2 ．実験材料 と方法　10％FBS添 加 EME培

地で 前培養 した RBL−・2H3細胞 を 96　well マ イ

クロ プ レ ー トに 4× IO4個播種 し ， 37 ℃ ， 5 ％

CO2
， 飽和水蒸気下 で 20時間培養し ， 細胞 を

プ レ ー ト底面 に接着 させ た 。 培地 を捨て た後

に 1μg／ml 　anti −DNP　IgE　2％FBSMEM溶液を o．l

ml 加 えて 2時間培養し IgE を細胞 に結合 させ

た 。 Buffer溶液で 結合 しな か っ た IgEを洗浄

し ，
Buffer溶液で 希釈 し た各種濃度の 被験化

学物質 を添加 し て 1 時間暴露 し た。 そ の 後

Buffer溶液で 希釈 した 0．1   ／ml 　DNP−BSA を

添加 し 1時間培養して 抗原 ・抗体反応 を起 こ

させ ， 上 清申に遊離したβ
一hexosaminidase活

性 を測定 した。 また ， 細胞毒性の 指標 と して

上清中の LDH を採用 し ，
　 LDH 細胞毒性キ ッ ト

（和光純薬 ）を用 い て 測定 し ， LDH 遊雌率は

説明書に従 っ て 算出 した 。

3 ． 結 果 β
一hexosaminidase活 性 は ，

Schwartz3｝ ら の 方 法 で 測 定 し ， β
一

hexosaminidase遊離率 を次式 よ り算出し た。

遊離率 （％） ＝ ｛（各 濃度 の 被験 物質 に よ る 遊離

量）
一

（lgE 非添加 の 溶媒 コ ン トロ ール で の遊離

量）｝÷ ｛（0．02Ye　Tween　20 で細胞破壊 したと き

の 遊離量）一 （lgB非添加 の 溶媒 コ ン トロ
ール で

の 遊離量）｝ × 100。

　β
一hexosaninidase 遊離率の 有意な上昇が

100pp皿 の 酢酸 ブチ ル （p ＜ 0．05），
100　ppm

トル エ ン （p く 0．01）及び 0．1
，
lppm メ チ ル

イ ソ ブチ ル ケ トン （p ＜ 0．05）で 認 め られ た 。

また ， 100ppmエ チ ル ベ ンゼ ン
，
　 I　OO　ppm ブ タ

ノ ー
ル 及び 0．037， 0。37

，
3．7pp皿 ホ ル ムア ル

デ ヒ ドで β
一bexosaminidase遊離 率の 上 昇傾

向が見 られたが ， 0．1
，
1

，
10

， 100ppm キ シ

レ ン で は認め られなか っ た 。 なお ， こ れ らの

濃度 での 各物質 に よ る LDH遊離 は認 め られ な

か っ た 。

4 ．考 察 今回の 結果 か ら
， 室内環境汚 染

物質であ る トル エ ン が抗原 ・抗体反応時の 脱

顆 粒 を顕著に促進 し ， また酢酸ブチ ル
， メ チ

ル イ ソ ブチ ル ケ トン ，
エ チ ル ベ ンゼ ン及 び ホ

ル ム ア ル デ ヒ ドも脱顆粒促進作用 を持 ち， 化

学物質過 敏症 の
一

因 とな っ て い る こ とが 示唆

され た 。
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